
【資料 4-1】 

病院長 殿 

 

プ リ オ ン 病 サ ー ベ イ ラ ン ス に 関 す る ご 協 力 のお願い 

 

謹啓 

時下、先生には益々ご清栄のこととお慶び申し上げます。 

クロイツフェルト・ヤコブ病（CJD）とその類縁疾患すなわちプリオン病は進行性の神経難病

ですが、その感染や発病のメカニズム、感染防止策、治療法等は未だ解明されておりません。

ウシ海綿状脳症（BSE）からの感染が考えられる新しいタイプの CJD（変異型 CJD）の発生が世

界的な大問題となり、また、我が国においても、硬膜移植後の CJDが多発し、BSEや変異型 CJD

が発生するなど、これらの疾患の発生の動向を把握することは、極めて重要な課題となってお

ります。 

平成 8年度、厚生省『CJDに関する緊急調査研究班』(佐藤 猛班長) による全国調査 (過去

11 年間の調査)が行われ、その後厚生省による CJD 及びその類縁疾患調査に引き継がれ、平成

11年度より厚生省遅発性ウイルス感染症（後、プリオン病及び遅発性ウイルス）調査研究班 CJD

サーベイランス委員会、平成 22年度より厚生労働省プリオン病のサーベイランスと感染予防に

関する調査研究班 CJD サーベイランス委員会において、CJD を中心としたプリオン病に関する

患者発症状況について全国的な疫学調査を継続しております。また 2017年度より、登録症例の

うち同意が得られた症例に対し、その患者の自然歴についての研究も開始いたしました。 

本調査の目的は、本症の疫学動態を明らかにすることにより、感染防止対策を確立し、病態

の解明、早期診断法や治療法の開発をめざすことであります。 

サーベイランス委員会の地域ブロック担当の委員あるいは厚生労働省の指定する都道府県

プリオン病担当専門医が調査に伺いますので、ご協力を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。 

なお、患者さんを始め貴院のプライバシーについては十分配慮いたします。 

以上、重ねてお願い申し上げます。 

謹白 
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